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2023年８月 10 日 

 
各 位 

会 社 名  株式会社ミンカブ・ジ・インフォノイド 
代表者名 代表取締役社長 兼 CEO/CFO 瓜生 憲 
 （コード番号 4436 東証グロース） 
問合せ先 経営管理本部 執行役員 前田 陽介 

（TEL：03-6274-6490） 
 

株式会社フロムワンの完全子会社化に関するお知らせ 

～ スポーツ分野のバーティカルメディアの拡充とメディア事業収益基盤の拡大へ ～ 

 

株式会社ミンカブ・ジ・インフォノイド（以下「当社」、本社：東京都港区、代表取締役社長 兼 CEO/CFO：
瓜生 憲）は、株式会社フロムワン（以下「フロムワン」、本社：東京都中央区、代表取締役社長：道上 
直人）が発行する株式の全てを取得し、完全子会社化するため、株式会社電通グループ（本社：東京都港
区、代表執行役社長 CEO：五十嵐 博）をはじめとするフロムワン株主との間で、株式譲渡契約を締結し
ましたので、以下の通りお知らせいたします。 
 

１．株式取得の目的 
当社グループは、子会社である株式会社ライブドア並びに孫会社である CWS Brains 株式会社に

よるメディア事業において、国内最大級のブログサービス「ライブドアブログ」、世界有数の Twitter
拡散力を有する「ライブドアニュース」のほか、金融・資産形成、スポーツ、エンターテインメント、
グルメといった特定のテーマに対して専門性の高いバーティカルメディアを提供しています。それ
らの月間ユニークユーザー数の合計は約 9,000 万人規模に達しており、当社グループは国内最大級
のネットメディア事業者として、多様な情報をユーザーやクリエイターの皆様と協力し合いながら
多種多様な分野で専門性の高い情報を提供するだけなく、さらにテクノロジーを活用した新たな顧
客体験を実現することで情報の付加価値を高め、Web3 時代の新しいメディア経済圏の構築を行うこ
とを基本戦略としております。 

 
今回、この基本戦略の一環として、スポーツ分野のバーティカルメディアの拡充とメディア事業収

益基盤の拡大を目的に、当分野においてWeb事業、出版事業、映像事業等を営むフロムワンを子会
社化することといたしました。フロムワンの展開するWeb メディア事業は、国内サッカー情報領域
に強みを持つサッカーネットメディアで国内最大級の「SOCCERKING（https://www.soccer-
king.jp/）」、野球ネットメディアの「BASEBALLKING（https://baseballking.jp/）」、バスケットボー
ルネットメディア最大手の「BASKETBALLKING（https://basketballking.jp/）」等で構成され、それ
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らの月間ユニークユーザー数は約 900 万人に上ります。フロムワンの子会社化により、既存の当社
グループサービスである海外サッカー情報領域に強みを持つ「超ワールドサッカー！
（https://web.ultra-soccer.jp/）」と合わせ、サッカー領域では国内トップクラスのネットメディアサ
ービス群となる他、当社グループメディア事業の月間利用者規模は 1億人を超える規模となります。 

 
このようなスポーツ分野におけるバーティカルメディアの拡充に加え、フロムワンが保有する映

像事業、施設運営事業等、複数の事業ドメイン及び多様な収益化ノウハウを活用し、当社グループメ
ディア事業全体のシナジー効果を高め、収益基盤の強化を図ってまいります。 

 
２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社フロムワン 
（２） 所 在 地 東京都中央区八丁堀四丁目 9番 4 号 
（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 道上 直人 
（４） 事 業 内 容 スポーツ情報メディアサイトの運営等 
（５） 資 本 金 7,486 万円 
（６） 設 立 年 月 日 1998年 4 月 9日 

（７） 大株主及び持ち株比率 
株式会社電通グループ 50.61% 
道上 直人      46.96% 

（８） 
上場会社と当該会社 
と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 
人 的 関 係 該当事項はありません 
取 引 関 係 該当事項はありません 

（９） 当該会社の直近３年間経営成績及び財政状態 
決 算 期 2020年 12月期 2021年 12月期 2022年 12月期 
純 資 産 △153百万円 △401百万円 △379百万円 
総 資 産 431 百万円 503 百万円 644 百万円 
1 株 当 た り 純 資 産 △622,436.60円 △1,623,615.77円 △1,537,603.32円 
売 上 高 839 百万円 898 百万円 1,017 百万円 
営 業 利 益 △271百万円 △189百万円 22百万円 
経 常 利 益 （ △ 損 失 ） △250百万円 △172百万円 23百万円 
当期純利益（△損失） △257百万円 △247百万円 21百万円 
1 株当たり当期純利益(△損失)  △1,082,238.35円 △1,001,179.17円 86,012.45円 
1 株 当 た り 配 当 金 ― ― ― 

 

３．株式取得の相手先の概要 
（１） 名 称 株式会社電通グループ 
（２） 所 在 地 東京都港区東新橋一丁目 8 番 1号 
（３） 代表者の役職・氏名 代表執行役社長 CEO 五十嵐 博 

（４） 事 業 内 容 
グループ全体の成長持続および競争力強化に向けた各種環境
の整備と支援、ならびにグループガバナンスの推進 
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（５） 資 本 金 746 億円 
（６） 設 立 年 月 日 1901年 7 月１日 
（７） 大株主及び持ち株比率 日本マスタートラスト信託銀行株式会社信託口 17.41% 

（８） 
上場会社と当該会社 
と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 
人 的 関 係 該当事項はありません 
取 引 関 係 該当事項はありません 

（９） 
当該会社の直前事業年
度の純資産及び総資産 
（2022 年 12 月期） 

純 資 産 955,327 百万円 

総 資 産 3,741,427百万円 

※ 株式会社電通グループと当社は、株式会社電通グループがフロムワンに対して保有する 8.8 億
円の貸付債権について、当社が当該債権を譲り受ける債権譲渡契約を締結いたしました。譲渡価
格は 3 億円となっております。 

 

（１） 氏 名 道上 直人 
（２） 住 所 東京都中央区 

（３） 
上 場 会 社 と 
当 該 個 人 と の 関 係 

記載すべき資本関係・人的関係・取引関係はありません。 

※ 上記の他、個人１名より株式の取得を予定しております。なお、当該個人と当社の間には資本
関係・人的関係・取引関係はありません。 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 
０株 
（議決権の数：  ０個） 
（議決権所有割合：０％） 

（２） 取 得 株 式 数 
247 個 
（議決権の数： 247 個） 

（３） 取 得 価 額 
備忘価格での株式譲渡となります。また、アドバイザリー費
用として概算 10百万円を見込みます。 

（４） 異動後の所有株式数 
247 株 
（議決権の数： 247 個） 
（議決権所有割合：100％） 

 
５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2023年 7 月 14 日 
（２） 契 約 締 結 日 2023年 8 月 10 日 
（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2023年 9 月 1日まで（予定） 
※ 本件は、2023年 7 月 14日開催の取締役会においては、本株式取得の前提条件を決議し、あわ

せて本件株式取得の決定について代表取締役に一任することを決議して、2023 年 8月 10日に
決定いたしました。 
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６．子会社化後のフロムワン経営体制 
役  職  氏  名  備  考  

代表取締役会長  宮本  直人  
当社常務取締役、株式会社ライブドア代表取締
役社長  兼  COO 

代表取締役社長  道上  直人  現職  
専務取締役  村上  成  現職  
取締役  熊取谷  重徳  当社上級執行役員、株式会社ライブドア取締役  
取締役  杉村  武亮  当社上級執行役員、株式会社ライブドア取締役  
※ 2023 年９月１日開催予定の臨時株主総会及び取締役会において決議予定です。 
 

７．今後の見通し 
本件による当期の連結業績に与える影響につきましては、2023 年９月末の連結開始を前提に連結

売上高で約 5 億円の増収寄与を見込んでおります。同じく利益への貢献につきましては現段階では
軽微と考えておりますが、今後の当社グループのメディア事業とのシナジーの最大化を図り、中長期
的に収益の拡大及び収益性の向上を目指してまいります。加えて、今後フロムワンと、「超ワールド
サッカー！」を運営する当社孫会社 CWS Brains株式会社につきましては、スポーツメディア事業会
社としての意思決定の迅速化や生産性・効率性の向上、シナジー創出等の観点から、可及的速やかに
フロムワンとの経営統合を実施する予定でおります。 

 

【参考】当期連結業績予想及び前期実績 
 

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益 
（△損失） 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

当期予想 

（2024 年 3 月期） 
11,000 百万円 2,200 百万円 1,000 百万円 940 百万円 900 百万円 

前期実績 

（2023 年 3 月期） 
6,836 百万円 1,019 百万円 111 百万円 △207 百万円 726 百万円 

 

 以 上 


